
地方独立行政法人
佐賀県医療センター好生館
（H25.5.7移転新築）

県立図書館

都道府県立図書館初の試み！

病院利用者（入院患者、
外来患者、付添い等）
の読書環境充実

•「日野原文庫」
•電子書籍端末の貸出し

お近くの方の利用もOK

•広さ4×6m
•月～土、8:30～17:30
•蔵書約2,500冊
•職員1名（司書、交代制）
•室内閲覧、貸出し
•院内お届けサービス
•本館の本の検索・取寄せ
•レファレンス
•インターネット閲覧PC

県は一つの大きな図書館県は一つの大きな図書館
（ビッグライブラリー）
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文化・スポーツ部の組織目標
「世代の違いや障害の有無を越えて、日常生活のワンシーンとして
文化やスポーツに出会い、楽しむ社会」の実現

基本的な取組戦略
「文化・スポーツに出会い、楽しむ機会を提供」し、県民が接する
文化・スポーツの裾野の拡大

５ 博物館・美術館の取組
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従来の美術展等の
イベント

・美術館展等のイベント
自体の開催自体に資
本を投入

・チラシ、新聞での告知
広報等広報も定型的

当該イベントに関心の
ある方やその周辺の人
にしか届かない

映画

音楽

食

ナント
美術館展

〔優れた芸術・文化に触れる機会創出事業〕

様
々
な
「き
っ
か
け
」の
メ
ニ
ュ
ー
を
準
備

・博物館ロビーコンサート

・仏蘭西映画祭（シエマ）

・まちなかブラッスリー
（各店舗半券持参で様々なサー
ビス、特別メニュー）

割引 ・ペア割引券付フリーペーパー
の発行（全小学生に配布）

話題性

・街路灯フラッグ雰囲気

「
ナ
ン
ト
美
術
館
展
」
を
き
っ
か
け
に
、
多
く
の
県
民
が

日
常
生
活
の
ワ
ン
シ
ー
ン
と
し
て
文
化
・
芸
術
を

楽
し
ん
で
い
る
社
会
の
一
つ
の
あ
り
様
を
示
す

文
化
に
親
し
む
人
々
の

裾
野
を
広
げ
る

ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
の

創
出
に
も
貢
献

（１）美術館の新たな事業展開

・車内広告
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ドール展～マイ ドール！マイ ヒーロー！～

• 平成25年7月20日～9月16日
• 1億円のファンシーダイヤモンドリカちゃんをはじめ、約2000体のいろんなドール
（人形）が集合

チームラボ展

• 平成26年２月～３月（予定）
• 国内外のメディア芸術の分野において、代表的芸術家集団である「チームラボ」の
作品展

佐賀城本丸歴史館プロジェクションマッピング

• 平成25年10月（予定）
• プロジェクターを使って佐賀城本丸歴史館の建物や佐賀城石垣に映像を映し出す

（２）博物館の新規分野に関する主な取組
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従来の美術工芸品や歴史資料等に加え、メディア芸術等新分野に関する企画も積極的に展開

Copyright 2013 Saga Prefecture. All Rights Reserved.



食育県民運動
（くらしの安全安心課）

「食育ネットワークさが」に家庭教育の視
点から関係課として参加

あなたとわたしの性の
健康キャンペーン
(母子保健福祉課）

社会教育、家庭教育の視点から、連絡
会議に参加

さが“食と農”の絆づくり
プロジェクト
（生産者支援課）

体験活動の視点から、連絡会議に参加

防災キャンプ
（まなび課＝消防防災課）

事業実施の協力体制、市町防災担当
者会議で実施結果を報告

６ 今後の事業展開の可能性
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まなびの風土づくりと裾野の拡大

・社会環境が急速に変化していく中、心身ともに健康で豊かな生活を
享受するためには、いわゆる「総合的な生きる力」を身に付ける必要が
あるところ

・「まなび」の楽しさに気づき、自立した「まなび」を実現していくための環
境として、文化、スポーツが重要な意味を持つものと認識

・ライフスタイルや価値観が多様化する中で、多彩な文化やスポーツに
出会い、「気付きを得る」、「きっかけとなる」機会の提供が求められると
の認識のもと、今後更なる取組の充実が必要
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地域課題への対応（モデル事業スキームの応用的展開）

・佐賀県における社会教育の取組のモデル事業とすべく、地域課
題対応事業として、平成20年度に家庭教育支援及び学校支
援事業に取り組んだところ

・実施地域においては、一定の成果が得られ、他地域での取り組
みの拡大のため、普及に向けた取組を継続的に実施しているが、
期待ほどには拡大していないのが現状

・地域の課題の状況により、地域活動の主体となる市民の意識
や担い手のあり方など、モデルがそのまま適用できないことも考えら
れることから、地域課題ごとに関係部局と調整しながらモデルの拡
大に向けどういった課題があるのか等に関する検討が必要

・佐賀県における社会教育の取組のモデル事業とすべく、地域課
題対応事業として、平成20年度に家庭教育支援及び学校支
援事業に取り組んだところ

・実施地域においては、一定の成果が得られ、他地域での取り組
みの拡大のため、普及に向けた取組を継続的に実施しているが、
期待ほどには拡大していないのが現状

・地域の課題の状況により、地域活動の主体となる市民の意識
や担い手のあり方など、モデルがそのまま適用できないことも考えら
れることから、地域課題ごとに関係部局と調整しながらモデルの拡
大に向けどういった課題があるのか等に関する検討が必要
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人材の活用に向けた取組

・講座・学級における「まなび」が定着する中で、多くの人材が育ってき
ているものの、その知識・経験が十分社会で活かされているとはいえな
い状況にあるところ

・特に、「知の循環型社会構築」に向けた取組が求められる中で、人
材が適切に活かされていくためには、活動の受け皿となる地域との連
携がますます重要

・今後は、地域課題と関連する関係部局との連携をさらに密にしなが
ら、全庁的な取組が必要

・講座・学級における「まなび」が定着する中で、多くの人材が育ってき
ているものの、その知識・経験が十分社会で活かされているとはいえな
い状況にあるところ

・特に、「知の循環型社会構築」に向けた取組が求められる中で、人
材が適切に活かされていくためには、活動の受け皿となる地域との連
携がますます重要

・今後は、地域課題と関連する関係部局との連携をさらに密にしなが
ら、全庁的な取組が必要
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